
(1) 有機電界効果トランジスタ（OFET）

(2) ロジック回路（p型とｎ型FETの両方を用いた複合回路）

有機ロジック回路による
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 有機電界効果トランジスタを活用するバイオセンサーの利点
有機半導体デバイスを用いて種々の外部刺激を効率よく電気的なアウトプットに変
換することができます。この特性を利用すると、生体反応を電気信号に変換し、微
弱な信号を増幅して検出・解析することが可能になります。

 有機半導体により軽量､フレキシブルデバイスが実現可能
有機半導体はフレキシブルであるため、これを用いて作成したバイオセンサーによ
り生体情報の常時モニタリングを生体にストレスなく長時間装着して行える等のメ
リットがあります。

 有機ロジック回路による取得情報の多様化が可能
本研究では独自の技術によりCMOSインバータ、リングオシレータなどのロジック回
路を構成しました。その結果、出力特性や波形解析から取得できる情報が増え、将
来的には、より広範な疾病の診断、予防等への適用が期待されます。
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複合回路とすることで取得できる情報が増え、
多機能センサーの構築が可能になります。
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(3) モデル反応：ウレアーゼによるウレアの加水分解反応

（4） DPAとPTCDI-C8を用いたバイオセンサーのプロトタイプ
有機FETによる反応追跡

CMOSインバータによる反応検出

リングオシレータを用いた反応追跡

ウレア

酵素反応にとも
なうpH変化をデ
バイス出力の変
化として検出

酵素化学反応
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酵素化学反応を急速な出力電流の変化として検出
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酵素化学反応をVTICとdVout/dVinの変化により検出
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酵素化学反応を反応前後の発信周波数変化で検出酵素化学反応
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VTIC 11.8→12.6 V
dVout/dVin 59→35


